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境境  良良朗朗・・谷谷尾尾  崇崇・・杉杉  憲憲 
 
 2023年に筆者らが採集・撮影・目撃した迷蝶の記録を報告する。 
記記録録 
■ウウススキキシシロロチチョョウウ 
・1♂目撃，18-Ⅵ-2023，上県町佐護 谷尾崇 
・1♂目撃，9-Ⅶ-2023，厳原町浅藻（八丁郭） 谷尾崇 
・1♂目撃・撮影，17-Ⅶ-2023，厳原町今屋敷 國分愛子 
・1♂目撃，21-Ⅶ-2023，美津島町鴨居瀬（赤島） 谷尾崇 
・1♂目撃，14-Ⅹ-2023，豊玉町廻（池田浜） 境良朗 
■ククロロママダダララソソテテツツシシジジミミ 
・1exe.目撃・撮影，13-Ⅷ-2023，厳原町天道茂 犬束幸子 
・数頭目撃・撮影，5-Ⅸ-2023，厳原町豆酘 境良朗 ※ソテツで確認。 
・1♀目撃・撮影，26-Ⅸ-2023，厳原町西里 杉憲 
・1ex.目撃，2-Ⅹ-2023，厳原町西里 杉憲 
・1♂目撃・撮影，4-Ⅹ-2023，厳原町久田 境良朗 
・1♂1♀採集，10-Ⅹ-2023，厳原町今屋敷 谷尾崇 ※ソテツにて発生確認。 
・1♂目撃・撮影，13-Ⅹ-2023，厳原町西里 杉憲 ※センニチコウ吸蜜。 
・1ex.目撃・撮影，25-Ⅹ-2023，厳原町西里 杉憲 ※センニチコウ吸蜜。 
・1♂目撃・撮影，26-Ⅹ-2023，厳原町西里 杉憲 ※25日の個体と同一の可能性がある。 
・2exs.目撃・撮影，28-Ⅹ-2023，厳原町西里 杉憲 
・1♂目撃・撮影，30-Ⅹ-2023，厳原町西里 杉憲 

 

・2♂2♀目撃・撮影，2-ⅩⅠ-2023，厳原町西里 杉憲 
概概説説 
 2023年も対馬の迷蝶はわずか2種にとどまり低調であった。特にリュウキュウムラサキの記録が

無かったのが気になる。単に気象条件によるものなのか供給地に何らかの変化起きているのだろ

うか。ウスキシロチョウは７～8月に記録されることが多いが、初見の6月中旬、終見の10月中旬

の記録は興味深い。 
 最後になるがウスキシロチョウの記録を提供いただいた國分明子、クロマダラソテツシジミの

記録を提供いただいた犬束幸子両氏にお礼申し上げる。 
引引用用文文献献 
 境良朗・谷尾崇・杉憲（2023） 対馬の迷蝶覚え書 2022．こがねむし，No.88：45-46，長崎昆虫研究会 
 

（さかい よしあき 〒817-0032 対馬市厳原町久田451-2） 
（たにお たかし 〒817-0016 対馬市厳原町東里303-1-406） 

（すぎ あきら 〒817-0015 対馬市厳原町西里347-5） 
 
 
 

対対馬馬ののススジジググロロシシロロチチョョウウのの記記録録 
 

境境  良良朗朗 
 
 対馬のスジグロシロチョウの現状については、境・杉（2021）において1990年代後半および20
04年～2016年までの記録をまとめるとともにとPieris属3種の種間関係の変化について報告し、若

干の考察を加えた。この中で本種の個体数変動にはタイワンモンシロチョウの急激な減少とシカ

による食草への食害が大きく関わっていると推測されることを示した。 
 ここ10年ほどわずか2頭の記録しかなく、2016年を最後に記録が途絶えていたが（図1）、6年ぶ

りに確認することができたので報告する。なお翌年同時期に数回現地調査したが発見することは

できなかった。 
図1 スジグロシロチョウの採集頭数（1990-2023） 

 
【デデーータタ】 
 5♂，31．Ⅴ．2022，対馬市上対馬町豊． 境良朗（写真1） 
 県条例で採集禁止規制種に指定されているタイワンモンシロ

チョウとともに今後の動向を注視していきたい。 
引引用用文文献献 
 境良朗・杉憲（2021）対馬産スジグロシロチョウの現状 2022．こ

がねむし，No.86：39-42，長崎昆虫研究会 
  

（さかい よしあき 〒817-0032 対馬市厳原町久田451-2） 
写真1 
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